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１ 安全管理局関連の事業概要 

 
（１）子ども安全支援事業

昨年 10 月 10 日から、毎月 1 日・10 日を「横浜市子どもの安全の日」

と制定したことに伴い啓発事業等を推進するとともに、子どもの安全確

保に向けて、子どもの見守り活動の支援や関係機関との一層の連携強化

に努めます。 
 

ア 市民一人ひとりが自覚し取り組む防犯活動の支援の一環として、啓発事

業の実施及び地域の取組に対する支援を行います。 
  ○「子どもの安全ネットワーク会議」の開催 
  ○横浜市子どもの安全の日推進事業等 
 
イ 区との連携により、市内１か所を「子どもの安全対策重点支援地区」と

位置づけ、子どもの安全確保をテーマに強化を図りたい取組を重点的に支

援・検証し、発表会の開催やホームページへの掲載等により成果を公表し

ます。 
 

（２）地域防犯拠点の設置支援 

   地域防犯に関する情報交換の場や防犯パトロールの起点となる防犯拠点

を地域の実情に合わせて設置し、防犯活動の活性化を支援します。 
   ○既設置区（平成 18 年度末現在） 

鶴見区、神奈川区、西区、中区、南区、港南区、保土ケ谷区、旭区 
磯子区、金沢区、港北区、緑区、都筑区、戸塚区、栄区、瀬谷区 
合計 16 区 121 か所 
 

（３）繁華街対策事業 

横浜開港１５０周年を控え、初黄・日ノ出町や関内・関外など市内の主

要繁華街に対し、県警・地域・関係機関との連携のもと、効果的な防犯対

策を実施し、ヨコハマに住む人、訪れる人が「安全・安心を実感できる都

市」の実現を図ります。 
   
（４）防犯活動啓発事業 

各区と局が連携して地域とともに実施するシンポジウムや講演会及び地

域のパトロール活動に関する支援を行います。 
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（５）安全・安心のまちづくり対策パトロール 

   地域における犯罪の防止、子どもの見守り、青少年の問題行動の防止を

目的として、警備会社によるパトロール隊を派遣し、巡回活動を実施しま

す。 
   ○上半期、下半期 各 9 区ずつ実施  
 
（６）子どもの安全・防犯対策調整会議 

   地域防犯活動において中心的な役割を担う区の取り組みを支援するため

に全区長及び関係局長からなる子どもの安全・防犯対策調整会議を開催し

て、施策を総合的かつ円滑に推進します。 

○構成員 金田副市長、全区長、関係局長 

   ○設置年月  平成 16 年 10 月 

   ○各区・関係局の取組事例 

    ・地域防犯推進協議会の運営（各区） 

・防犯関連物品提供等の住民パトロール活動支援（各区） 

・講演会の開催やリーフレット作成等の啓発活動（各区） 

・住まいの防犯相談（まちづくり調整局） 

・商店街が防犯設備等を整備する際の助成（経済観光局） 

・安全灯の設置（道路局） 

 

（７）防犯灯維持管理費補助  

   自治会・町内会が所有する防犯灯の維持管理費について、定額補助を行

います。 

   ○補助金額  １灯につき年額２，２００円 
 

（８）防犯灯設置事業 

    自治会・町内会が設置する明るい防犯灯（４０ワット水銀灯、３２ワッ

ト蛍光灯）の設置費の一部を補助します。 
 
（９）横浜市防犯協会連合会補助金  

   各防犯協会が行なう防犯の意識啓発、防犯活動の協力支援、防犯功労者・

団体の表彰などの事業が推進できるよう補助金を交付します。 
       
 
 
 

 2



２ 教育委員会の事業概要 

 
（１）学校の安全管理の推進 

 

ア 学校・教職員の安全管理に関する基本的事項を定めた「学校の防犯マニ

ュアル」に基づき、安全管理の徹底を図ります。 

 

イ 学校の実状に応じて、校門や校舎の施錠管理に必要な、遠隔操作電気錠、

カメラ付インターホン等の設備の充実を図ります。 

 

（２）安全教育の充実 

 

ア 各学校で、児童生徒に対する防犯教室を実施するとともに、安全（防犯・

防災）教育の授業法や教材の研究を行う「安全教育推進モデル校」事業

を実施します。 

  ○安全教育推進モデル校 ３８校 

 

イ 学校管理職、教職員対象の学校安全研修の中で、安全教育の手法等に関

する研修を実施します。 

 

（３）保護者・地域・関係機関との連携 

 

ア 保護者や地域住民による学校の安全管理体制をサポートするボランティ

ア活動「よこはま学援隊」について、平成２２年度の小学校全校での組

織化を目指し、より多くの学校での活動展開に取り組みます。 

  ○平成１９年度目標 ２２０校以上 

 

イ 文部科学省から委託を受け、スクールガード・リーダーの学校への派遣

や、学校安全ボランティア講習会の開催等を行う「地域ぐるみの学校安

全体制整備推進事業」を実施します。 

 

ウ 警察や安全管理局等、関係機関の協力を得た取組を進めます。 

・県警本部や各警察署の協力による防犯指導や防犯教室の実施 

・消防隊による登下校時の学校周辺の巡回警戒 
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